
介護の現場を守るための意見書  

 

平成２７年度介護報酬改定を境に、介護事業所は大変厳しい経営状況にある。

そのうえ、介護職員の人材不足が危機的状況になり、大月市内でも「デイサー

ビス事業所を閉鎖せざるをえない」「必要とされている新規事業ができない」

などの状況が生まれている。介護の現場を守ることは、国民（利用者・家族・

従事者等）の生活の安定に繋がるものである。 

よって、本議会は、国及び政府に対し、平成３０年４月の介護報酬改定にむ

けて、社会保障財源の確保と介護職員の大幅な処遇改善、職員確保対策の実施

を強く要望する。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  

 

平成２９年１２月１５日 

大 月 市 議 会 

議 長  山田 善一 

 

内 閣 総 理 大 臣  安 倍 晋 三 殿 

財  務  大  臣  麻 生 太 郎 殿 

厚 生 労 働 大 臣  加 藤 勝 信 殿 


